
「災害時の食の備えセミナー」を開催しました 

 

令和６年１０月 

農  政  課 

 

令和６年 10月９日（水）、一般府民を対象に「災害時の食の備えセミナー」をオンライン

開催しました。 

記 

１ 日 時  令和６年 10月９日（水）14時から 15時 15分まで 

２ 配 信  Zoomウェビナーによる配信 

３ 主 催  京都府 

４ 参加者  100名 

５ 内 容   

（１）講義 ・「能登半島地震の被災地支援から見えた栄養・食生活での課題について」 

講師：南丹保健所 保健課 健康・母子保健支援係  

                課長補佐兼係長 金川 由香里 氏  

      ・「災害時の食料備蓄等について」 

       講師：近畿農政局 企画調整室 防災・危機管理係長 過能 健二 氏  

（２）質疑応答 

６ 参加者アンケート結果 

【セミナーの理解促進度】 

 「とても理解が進んだ」「理解が進んだ」と回答した割合 92％ 

【参加者の感想】 

・被災地の支援に行かれた方のリアルなお話を伺って、災害時の食についての理解度が

格段に上がりました。 

・被災地では野菜やたんぱく質が不足すると知り、その点に配慮した備蓄食料を選択し

て備えたいと思います。 

・買って終わりではなく、日頃からいろいろな非常食を実際に試してみることが大事だ

と気づけました。野菜ジュースのローリングストックを多めにしようと思いました。 

・花折断層による地震の被害は想像よりも甚大になりそうなことがわかり、後回しにし

ていた非常時の備えを一刻も早く進めたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

              能登半島地震の被災地支援から見えた栄養・食生活での課題について 災害時の食料備蓄等について 


